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三島市地域公共交通網形成協議会 
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報告事項１ 三島駅南口広場改修について             …P1 

 



 



 

 
 １

．
三

島
駅

南
口

駅
前

広
場

の
状

況
（
航

空
写

真
）
 

■
バ
ス
 

 
乗
降
場
６
バ
ー
ス
（
路
線
バ
ス
）
、
乗
降
場
１
バ
ー
ス
（
伊
東
温
泉
け
い
り
ん
行
き
直
通
バ
ス
）
 

■
タ
ク
シ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■
一
般
車
 

 
 
乗
車
場
４
台
分
、
降
車
場
２
～
３
台
分
（
一
般
車
と
兼
用
）
、
待
機
場

24
台
分
 
 
 
 
降
車
場
２
～
３
台
分
（
上
記
、
タ
ク
シ
ー
と
兼
用
）
、
乗
車
場
な
し
 

■
障
が
い
者
用
車
両
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■
歩
行
空
間
 

 
 
乗
降
場
１
台
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
連
続
し
た
屋
根
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
な
し
 

                          

土
地
所
有
区
分
線
 

J
R
東
海
㈱

 

三
島
市

 

JR
三
島
駅
 

伊
豆
箱
根
鉄
道
 

三
島
駅
 

1



 

 
 ２

．
三

島
駅

南
口

駅
前

広
場

の
現

状
の

課
題

 

「
三
島
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
平
成

3
0
年
７
月
策
定
）」

に
基
づ
く
公
共
交
通
の
利
用
促
進
策
、「

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
」
を
進
め
る
上
で
次
の
よ
う

な
課
題
を
整
理
。
 

（
１
）
交
通
処
理
機
能
に
関
す
る
も
の
 

■
バ
ス
 

・
発
着
台
数
、
方
面
の
多
様
さ
に
対
し
、
乗
降
箇
所
数
（
６
箇
所
）
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
お
り
、
現
在
の
６
バ
ー
ス
か
ら
８
バ
ー
ス
に
増
設
す
る
必
要
が
あ
る
。
降
車
専
用

と
し
て
２
バ
ー
ス
の
設
置
が
望
ま
し
い
が
、
全
体
面
積
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
乗
車
バ
ー
ス
と
の
兼
用
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
ロ
ー
タ
リ
ー
全
体
が
狭
く
、
バ
ス
停
間
の
距
離
が
短
く
、
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
カ
ー
ブ
も
き
つ
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
バ
ス
が
正
着
で
き
な
い
バ
ー
ス
が
あ
る
。
等
 

■
タ
ク
シ
ー
・
一
般
車
 

・
タ
ク
シ
ー
と
一
般
車
の
降
車
場
が
混
在
し
て
お
り
分
か
り
に
く
い
。
 

・
雨
天
時
や
夕
方
以
降
な
ど

に
お
い
て
、
禁
止
さ
れ
て
い

る
一
般
車
降
車
場
で
の
乗
車

が
み
ら
れ
、
待
機
車
両
が
多

く
な
り
、
タ
ク
シ
ー
の
運
行

（
特
に
降
車
）
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
。
 

・
障
害
者
乗
降
場
が

J
R
三
島
駅
出
入
口
か
ら
最
も
遠
く
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
不
適
切
で
あ
る
。
 

・
一
般
車
の
乗
車
は
駐
車
場
（
2
0
分
無
料
）
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
三
島
駅
南
口
東
街
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
駐
車
場
が
遠
く
な
る
た
め
、
利

用
者
へ
の
適
切
な
案
内
が
必
要
と
な
る
。
等
 

■
交
通
手
段
間
の
移
動
 

・
雨
を
し
の
ぐ
た
め
の
屋
根
が
バ
ス
及
び
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
場
に
限
ら
れ
て
い
る
。
（
雨
に
濡
れ
ず
に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
た
め
の
動
線
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
）
 

・
Ｊ
Ｒ
三
島
駅
と
伊
豆
箱
根
鉄
道
三
島
駅
間
の
連
絡
に
つ
い
て
も
屋
根
が
な
い
。
等
 

（
２
）
環
境
空
間
機
能
に
関
す
る
も
の
 

■
待
合
機
能
・
歩
行
空
間
 

・
歩
行
空
間
が
狭
い
箇
所
が

あ
り
、
歩
行
者
と
バ
ス
及
び

タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
動
線
が

一
部
干
渉
し
て
い
る
。
ま
た

、
樹
木
や
水
の
仕
掛
け
等
が

歩
行
空
間
の
一
部
を
阻
害

し
て
い
る
。
等
 

■
植
樹
・
水
の
仕
掛
け
等
 

・
街
中
が
せ
せ
ら
ぎ
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
樹
木
や
水
の

仕
掛
け
等
が
多
く
配
置
さ
れ

て
お
り
、
良
好
な
環
境
・
景

観
を
創
出
し
て
い
る
一
方
で

、
歩
行
者
空
間
及
び
見
通

し
（
駅
出
入
口
か
バ
ス
乗
降
場
等
の
位
置
を
確
認
し
づ
ら
い
）
を
阻
害
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
 

・
樹
木
の
本
数
過
度
に
よ
る
鳥
害
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
樹
木
の
移
設
・
撤
去
を
含
め
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
等
 

■
情
報
 

・
乗
り
場
案
内
や
標
識
等
は

「
令
和
元
年
度
三
島
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基

づ
く
取
り
組
み
支
援
業
務
」

に
基
づ
き
、
統
一
感
あ
る
分

か
り
や
す
い
も
の
に
整
備

さ
れ
た
。
し
か
し
、
バ
ス
停
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
路
線
図
及
び
時
刻
表
は
分
か
り
づ
ら
く
、
バ
ス
利
用
者
の
動
線
を
考
慮
し
た
改
善
等
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
等
 

 

2



 

 
                           

3



 

 
 ３

．
整

備
構

想
（
案

） 
■
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
タ
ク
シ
ー
・
一
般
車
ロ
ー
タ
リ
ー
部
分
 

 
下
図
の
と
お
り
 

   

                      

タ
ク

シ
ー

動
線

 

一
般

車
動

線
 

③
 

④

⑤
 

②
 

⑥
 

①
 

⑦
 

⑧
 

交
番
 

（
縮
尺

S
=
1/
f
r
ee
）
 

JR
三
島
駅
 

伊
豆
箱
根
鉄
道
 

三
島
駅
 

 
改
善
点

  

・
バ
ス
乗
降
場
１
番
線
と
２
番
線
の
間
の
横
断

歩
道
を
撤
去
 

（
運

転
手

か
ら

歩
行

者
を

確
認

し
づ

ら
く

危
険
で
あ
る
た
め
）
 

・
バ
ス
の
正
着
を
可
能
に
し
、
２
バ
ー
ス
追
加
 

（
７
番
線
は
西
側
方
面
か
ら
の
停
車
に
限
定
、

８
番
線
は
右
折
レ
ー
ン
へ
の
進
入
が
困
難
）
 

・
タ
ク
シ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
タ
ク
シ
ー
と
一

般
車
の
動
線
を
分
離
 

（
入
口
と
交
番
付
近
の
み
の
交
錯
）
 

三
島
駅
南
口
東
街
区
 

再
開
発
事
業
 

4



 

 
 ４

．
三

島
駅

南
口

東
街

区
再

開
発

事
業

で
計

画
し

て
い

る
歩

行
者

の
動

線
 

                        

（
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
に
関
す
る
市
民
説
明
会
資
料
よ
り
（
一
部
加
工

）
）
 

三 島 駅 南 口 駅 前 広 場 側
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 ５

．
三

島
駅

南
口

東
街

区
再

開
発

事
業

で
計

画
し

て
い

る
自

動
車

の
動

線
 

                        

（
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
に
関
す
る
市
民
説
明
会
資
料
よ
り
（
一
部
加
工

）
）
 

三 島 駅 南 口 駅 前 広 場 側

 

6


